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1. はじめに 

竹林は管理が不十分になると周辺に拡大する性質を持ち，日本各地で管理不足による拡大が課題とな

っている。管理不足に至る要因のひとつとして，竹材・たけのこ需要低下に伴う，生産に利用されない竹林

の増加が指摘されている（林野庁, 2018）。宮城県石巻市は県内有数の竹材・たけのこ生産地であるが（宮

城県水産林政部林業振興課, 2025），東日本大震災をきっかけとして，管理不足に伴う竹林拡大が懸念さ

れている（近江, 2019; 成澤・米澤, 2023）。適切な竹林管理のためには，竹林拡大の状況把握をおこなうと

ともに，竹林管理と竹材・たけのこ生産をとりまく実態の把握が重要となる。 
 

2. 方法 

本研究ではまず，人工衛星画像を用いた竹林拡大の調査をおこなった。2013 年 3 月 15 日および 2017
年 3 月 19 日の RapidEye 衛星画像を取得し，サポートベクターマシーン（SVM）を用いて分類をおこなった。

分類項目は，タケ，針葉樹，広葉樹，水域，その他の 5 項目とした。2013 年と 2017 年の分類結果を比較し，

竹林拡大状況について確認した。 
竹林管理とたけのこ・竹材生産をとりまく実態の把握のため，2025 年 9 月 9 日に石巻市農林課に対する

ヒアリング調査をおこなった。石巻市の竹林管理およびたけのこ・竹材生産について，現状や課題，市として

おこなっている政策・取り組み等について情報を得た。 
 
3. 結果と考察 

人工衛星画像を用いて分類をおこなった結果，2013 年の画像の全体精度は 97.6%，タケのユーザー精

度は 100%，タケのプロデューサー精度は 100%となった。2017 年の画像の全体精度は 96.2%，タケのユー

ザー精度は 100%，タケのプロデューサー精度は 95%となった。2013 年と 2017 年の分類結果を比較したと

ころ，これまでで竹林拡大を確認している北上地区（成澤・米澤, 2023）に加えて，新たに桃生地区でも竹林

の拡大を確認した。桃生地区は津波被害を受けていない地域であるが，伐採跡地で竹林が拡大しているこ

とがわかった。 
石巻市農林課によると，市としては竹林管理やたけのこ・竹材生産に関する政策や取り組みはおこなって

いないとのことだった。森林整備等の優先する必要がある他業務との兼ね合いから，竹林管理や竹材・たけ

のこ生産に関する取り組みまでおこなうのは難しいのが現状であることが明らかになった。津波被災地では，

避難により管理者が土地を離れたことの影響が，竹林荒廃の要因の一つであることが示された。伐採跡地で

の竹林拡大に関して，管理コストやシカの食害，補助金の補助率や申請における事務負担の問題等により，

伐採後の再造林が進まず，管理されていない伐採跡地が多くなっていることが背景としてあると示唆された。 
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